
学校番号 2004 

 

平成 31 年度 家庭基礎 

 

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新家庭基礎「パートナーシップで作る未来」（実教出版） 

副教材等 ニューライブラリー家庭科 資料＋成分表 2019（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

 

 

 

３ 学習評価（評価の観点の趣旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

衣生活、食生活、住生活および子どもの発達と保育、高齢社会、消費生活に関する事項を生活

科学として理解するとともに、生活文化とかかわらせて考え、充実した生活を営むことができる

ようにする。 

 人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術

を習得させ、家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに、生活の充実向上を図る能力と

実践的な態度を育てる。 

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活

などについて関心をもち、その充実向上をめざして

主体的に取り組むとともに、実践的な態度を身に付

けている。 

 
評価方法 

a:関心・意欲・態度 

・ワークシート等の記述 

・授業に向かう姿勢 

・レポートの作成や発表 

ｄ: 知識・理解 

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活な

どに関する基礎的・基本的な知識を身に付けている。 

 

評価方法 

・ペーパーテストの結果 

・ワークシート等の記述 

・レポートの作成や発表 

 

ｂ：思考・判断・表現 

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活などにつ

いて生活の充実向上を図るための課題を見いだし、その解決

をめざして思考を深め、適切に判断し、工夫し創造する能力

を身に付けている。 

評価方法 

・ワークシートの記述 

・レポートの作成や発表 

・ペーパーテストの結果 

ｃ:技能 

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活など

に関する基礎的・基本的な技術を身に付けている。 

 

評価方法 

・実習の技能 

・ペーパーテストの結果 

・ワークシート等の記述 



４ 学習プログラム（年間学習指導計画）       ★学習が終わったところで自己評価しよう！ 

A…達成した B…概ね達成した C…課題を残した D…多くの課題を残した 

 

学 

期 

単

元

名 

学習内容 

自

己 

評

価 

主な評価の観点 

単元の評価規準 

（生徒の到達目標） 
評価方法 

ａ ｂ ｃ ｄ 

１
学
期
中
間 

 
消
費
行
動
を
考
え
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○家庭科の学び方 

○自分を見つめる 

 ・これまでの自分を振り返って 

○消費行動と意思決定 

 ・主体的な消費行動 

 ・適切な選択をするために 

 ○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

ａ．消費生活と生涯を見通した経済の

計画・管理、生活設計について関

心を持ち、意欲的に学習に取り組

もうとしている。 

ｂ．消費生活と生涯を見通した経済の

計画・管理、生活設計について、

適切に表現できている「I」、自分

の考えを反映して表現している

「C」、課題を見いだし、その解決

をめざして考え、表現している

「E」。 

ｃ．消費生活と生涯を見通した経済の

計画・管理、生活設計を立案する

ため資料を収集・整理することが

できる「I」 、資料収集・整理が

できなおかつ内容説明ができる

「C」、資料収集・整理ができなお

かつ内容説明ができ具体的に活用

できる「E」 。  

ｄ．現在及び将来の消費生活と経済の

計画・管理、生活設計のために必

要な知識を身に付けている。 

授業観察 

ワークシート 

定期考査  

○社会の変化と消費行動 

 ・「買う」ことは「契約」 

 ・多様化する販売方法 

 ・適切な契約 

 ・支払い方法の多様化と消費者信用 

    ○ 

○経済のしくみを知る 

 ・家庭経済と家計管理 
  ○ ○  

 
自
分
ら
し
い
生
き
方
と
家
族 

○自立した生き方 

 ・人生８０年を生きる 

 ・自分らしく生きることとともに生

きること 

○共に生きる家族 

○家族に関する法律 

  ○  ○  

ａ：青年期の生き方家族・家庭の意義、

男女の平等について関心を持ち、

意欲的に学習に取り組もうとして

いる。 

ｂ：青年期にある自分を見つめ、課題

を見出し、また生涯発達の視点か

ら、家族・家庭と社会との関わり

について、適切に表現できている

「I」、自分の考えを反映して表現

している「C」、課題を見いだし、

その解決をめざして考え、表現し

ている「E」。 

ｃ：青年期の自立、職業選択への見通

しやその準備、現代の家族・家庭

の特徴について、資料を収集・整

理することができる「I」 、資料

収集・整理ができなおかつ内容説

明ができる「C」、資料収集・整理

ができなおかつ内容説明ができ具

体的に活用できる「E」。 

ｄ：生涯発達の視点から、青年期の課

題、生涯発達の視点から、家族・

家庭の意義、社会との関わりなど

について理解し、人の一生を自分

の問題として捉えるための知識を 

身に付けている。 

 

 

 

 

授業観察 

ワークシート

発表 

レポート 

定期考査 
○労働と生活時間 

 ・職業に就く 

 ・多様化する職業形態 

 ○ 〇   

○カードゲームを通してデートDVにつ

いて学び、望ましい青年期の男女の

かかわり方・付き合い方について考

える機会とする。 

  ○ ○  



１
学
期
期
末 

 

 

子

ど

も

と

か

か

わ

る 

○子どもを知る 

 ・未熟なだけではない子ども 

 ・共に育ちあう 

 ○ ○ ○   

ａ．子どもの発達と保育について関心

を持ち、実践的・体験的な活動を

通して意欲的に学習に取り組もう

としている。 

ｂ．子どもの発達と保育について、家

族や地域の生活を見つめて、適切

に表現できている「I」、自分の考

えを反映して表現している「C」、

課題を見いだし、その解決をめざ

して考え、表現している「E」。 

ｃ．子どもと適切にかかわることがで

き子どもの健やかな発達を支える

技術について、適切に資料を収

集・整理することができる「I」、

資料収集・整理ができなおかつ内

容説明ができる「C」、資料収集・

整理ができなおかつ内容説明がで

き具体的に活用できる「E」 。   

ｄ．子どもの発達と保育について理解

し、家族・地域・社会の果たす役

割を認識するために必要な知識を

身に付けている。 

授業観察 

ワークシート 

実習レポート 

定期考査 ○発達のすばらしさ 

 ・人の発達と保育 

 ・からだの発達 

 ・心の発達 

 ○   ○ 

○子どもの生活 

 ・子どもの成長と生活 

 ・子どもと遊び 

  ○ ○  

○親になることを考えよう 

 ・子どもの人間形成と親の役割 

 ・子どもを生み育てるということ 

 ・妊婦体験実習 

   ○ ○ 

○すこやかに育つ環境 

 ・家庭・地域・集団保育で育つ 

 ・出産と子育てのための社会的支援 

   ○ ○ 

１
学
期
期
末 

高
齢
者
と
か
か
わ
る 

○高齢者に生きる私たちの暮らし 

 ・高齢者と関わる 
 ○ ○   ａ．高齢者の生活について関心を持ち、

実践的・体験的な活動を通して意

欲的に学習に取り組もうとしてい

る。 

 

ｂ．高齢者の生活について、家族や地

域の生活を見つめて、適切に表現

できている「I」、自分の考えを反

映して表現している「C」、課題を

見いだし、その解決をめざして考

え、表現している「E」。 

 

ｃ．高齢者と適切に関わることができ

高齢者の自立生活を支える技術が

高齢者疑似体験を通して適切に感

じ取っている「I」、体験した感覚

が何の根拠によるものか理解して

いる「C」、体験した感覚をどのよ

うにすれば安全で快適になるか身

につけている「E」。 

 

ｄ．高齢者の生活について理解し、家

族・地域・社会の果たす役割を認

識するために必要な知識を身に付

けている。 

授業観察 

ワークシート 

実習レポート 

定期考査 

○高齢者を知る 

 ・高齢者の心身の変化 

 ・高齢者の生活 

 ・高齢者の生活の課題 

   ○ ○ 

○高齢者疑似体験 

 ・器具を着用、疑似体験 

 ・車椅子試乗介護体験 

 ○  ○  

 １学期期末考査   ○ ○ ○  定期考査 



２

学

期

中

間 

衣
生
活
を
つ
く
る 

○衣服の素材をみてみよう 

 ・衣服の素材の種類 

 ・繊維の種類と特徴 

 ・衣服素材の性能 

 ○   ○ ａ．被服管理と着装、健康で快適な衣

生活、ライフスタイルと環境に関

心をもち、意欲的に学習に取り組

もうとしている。 

ｂ．被服管理と着装、健康で快適な衣

生活などについて、適切に表現で

きている「I」、自分の考えを反映

して表現している「C」、課題を見

いだし、その解決をめざして考え、

表現している「E」。 

ｃ．生涯を通して健康で快適な衣生活

を営むために必要な被服計画、被

服整理などを正しい技術で作業が

できる「I」 、正しい技術で効率

よく作業ができる「C」、正しい技

術で具体的に活用できる技術（ア

レンジ等）を身につけている「E」。 

ｄ．被服の機能と着装、被服材料、被

服の構成、被服管理などについて

科学的に理解し、健康で快適な衣

生活を主体的に営むために必要な

知識を身に付けている。 

授業観察 

ワークシート 

製作計画 

実習レポート 

製作物 

定期考査 
○衣生活の管理 

 ・衣生活をつくる 

 ・衣服の手入れ 

   ○ ○ 

○衣服の計画 

 ＊被服製作（被服実習） 

  ・裁断 

  ・並縫い 

  ・まつり縫い 

  ・ミシン縫い 

   

  ○ ○  

２

学

期

期

末 

食
生
活
を
つ
く
る 

○私たちの食生活 

 ・今の食卓は？日本の食卓の課題 

 ・食を楽しむ 

  

 ○ ○   ａ．食事と健康、安全と環境に配慮し

た食生活、ライフスタイルと環境

に関心をもち、意欲的に学習に取

り組もうとしている。 

ｂ．食事と健康、安全と環境に配慮し

た食生活について、適切に表現で

きている「I」、自分の考えを反映

して表現している「C」、課題を見

いだし、その解決をめざして考え、

表現している「E」。 

ｃ．生涯を通して健康で安全かつ環境

に配慮した食生活を営むために必

要な栄養、食品、調理、食品衛生

等の技術を日常食の調理実習を手

順通り作業ができる「I」 、作業

計画を身につけて調理実習を実行

できる「C」 、作業手順をふまえ

て効率の良い方法を見いだし調理

実習を通して身に付けている「E」。 

ｄ．栄養、食品、調理、食品衛生、ラ

イフスタイルと環境などについて

実習を中心とした学習を通して科

学的に理解し、健康で安全な食生

活を主体的に営むために必要な知

識を身に付けている。 

授業観察 

ワークシート 

実習計画 

実習レポート 

実習テスト 

定期考査 
○栄養と食品のかかわり 

 ・食品の栄養素と体の成分 

 ・炭水化物とその食品 

 ・脂質とその食品 

 ・たんぱく質とその食品 

 ・ミネラルとその食品 

 ・ビタミンとその食品 

 ・その他の食品 

 

 ○   ○ 

○食品の選び方と安全 

 ・食品の表示と保存 

 ・食品の衛生と安全 

 

   

 

  

 

○食事の計画と調理 

 ・食事摂取基準と食品摂取量の目安 

 ・家族の食事計画 

 ・献立作成ワーク 

   

○ 

  

○ 

○調理の基礎 

 ＊調理実習２回 
   ○  

 ２学期期末テスト   ○ ○ ○  定期考査 



３
学
期 

住
生
活
を
つ
く
る 

○人と住まいのかかわり 

 ・ライフスタイルと住まい 
 ○ ○   ａ．住居と住環境、安全で環境に配慮

した住生活に関心を持ち、意欲的

に取り組もうとしている。 

ｂ．住居と家族の生活、安全で環境に

配慮した住生活について、適切に

表現できている「I」、自分の考え

を反映して表現している「C」、課

題を見いだし、その解決をめざし

て考え、表現している「E」。 

ｃ． 安全で快適、かつ健康的な住生活

を営むために、住居の計画や選択

に必要なことを適切に資料を収

集・整理することができる「I」 、

資料収集・整理ができなおかつ内

容説明ができる「C」、資料収集・

整理ができなおかつ内容説明がで

き具体的に活用できる技術を身に

付けている「E」。 

ｄ．住居の機能、住環境などについて

科学的に理解し、安全で快適、か

つ健康的な住生活を主体的に営む

ために必要な知識を身に付けてい

る。 

授業観察 

ワークシート 

製作計画 

製作物 

定期考査 

○住まいを計画する 

 ・平面図作成 
  ○ ○  

○健康的な住まい環境 

 ・健康に配慮した快適な室内環境 

 ・住まいを管理する 

   ○ ○ 

○安全な住まい環境 

 ・安全に配慮した室内環境 

 ・人にやさしい住まい 

   ○ ○ 

社
会
福
祉 

○私たちの社会福祉 

 ・社会保障制度のしくみ 

 ・地域社会の一員としてのボランテ

ィア活動 

 

 ○ ○   ａ．家庭生活を支える社会福祉制度や

社会福祉について理解する。 

ｂ.社会福祉を進めるにあたり、地域福

祉が重要であることを理解する。

また、ボランティア活動について

学習し、興味関心を持つ。 

 

授業観察 

ワークシート 

定期考査 

 

３学期期末テスト   ○ ○ ○  定期考査 

 


